
高架下建物の背面が立ち並
ぶ裏通り。

墓地の上部の広い空。

都電荒川線上の上空。将来
塞がる。

都電荒川線上空から差し込
む光。

サンシャインのレンガタイ
ル。

徐々に狭まる建物の狭間。

無機質な地下鉄通路。

さまざまな目的地の交差。

バスターミナル。人とバス
の発着点。

サンシャインの地下エント
ランス。

アスファルトで固められた
公園。

層を重ねながら斜め流れて
いく建物。

自販機と広告で構成され角
地。

多様なテクスチャが重なる

多様なテクスチャが重なる

建物の前に溢れる雑貨たち。

縦にたちのぼっていく商店。

部分的に広がる高架が作り
出す深い庇。

簡易的な都電荒川線の駅。

道路拡幅の末端。高架に沿
って折れ曲がる。

マンション下に立ち並ぶ商
店。

高層建物の狭間。

唐突に置かれた掲示板。

道と道の間に建つ切妻屋根
のアパート。

高架沿いの並木。首都高か
らも見える。

遠慮がちに設けられた地下
鉄出口。

東池袋駅から池袋駅方面に
続いていく地下道。

角を曲がると遠くへ抜ける
視界。

池袋駅方面とサンシャイン
を結ぶ横断歩道。

首都高の終わり。

高架を支える門型の太い柱
と梁。

高架の広大なボリューム。

高架がもつ圧倒的な高さ。

表通りと裏通りの不連続。

シャッターの目立つ高架下
プレハブ商店。

ダイナミックに交差する高
架。

人の高さまで落ちてきた高
架。

裏通りにあふれる雑貨たち。

高架下商店裏の休憩スペー
ス。

ゴミが積まれていく高架下
商店裏。

ゴミを捨てに来るひとの朝
コミュニティ。

広い歩道に対して設けた小
さなテラス。

裏通りに対して背を向ける
高架下商店。

高架に絡む軽やかな非常階
段。

首都高整備により、斜めに
切られた建物。

高架と高架沿い建物によっ
て切り取られた空。

高架と高架沿い建物によっ
て切り取られた隙間。

高架の収束と人の収束。サ
ンシャイン地上入口。

サンシャインの庇として機
能する二段構えの高架。

大通りからの流れを断ち切
る高架。

高架が切り取る奥行きのあ
る絵画のような景色。

高架沿い建物の延長として
の植木。

道を二又に割く高架の梁柱。

高架の連続を断絶する都電
荒川線。

高架の屋根を利用した地下
鉄出口。

高架のカーブを模した建物
形態。
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風景構成要素の関係性に着目した都市構造物の提案

　　　　　　　　ーピクチャレスクの現代的解釈を通じてー

風景構成要素の関係性に着目した都市構造物の提案

　　　　　　　　ーピクチャレスクの現代的解釈を通じてー

都電荒川線沿い拡幅道路 ( 計画中 )

地下通路ネットワーク計画路（地下鉄を含む）

歩行者回遊ネットワーク計画路

新規施設（計画中）

既存公園

①豊島区区役所 ②造幣局跡地活用計画

●　豊島区総合体育場

●　朋有小学校

●　豊島区総合体育場

●　朋有小学校

【起因素】　　 既存高架：車のための高架

【表現要素】小さな高架：歩行者のための高架

公園

（緑のネットワーク）

店舗

地下鉄出入口

【環境要素】：建築の計画に影響を与えている周辺環境要素

【表現要素】：環境要素との関係が考慮されている建築構成要素
風景構成要素

●　豊島区総合体育場

●　朋有小学校
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【起因素】　：特性ＡおよびＢを誘起するきっかけとなる要素

　　１．目的と背景

　　　　　現代の日本の都市は概して混沌と言われるが、そうした中にもある種の秩序が認められるとし、

　　　　芦原義信 ( 1 9 1 8 - 2 0 0 3 ) はそれらを「隠れた秩序」と命名した。今後この混沌とした都市の中で風景

　　　　を構築していくためには、その影にある「隠れた秩序」の顕在化が１つの手がかりとなると考える。

　　　　また西欧に目を向けると、現在の都市風景を形成する過程で、多様な要素や感覚が混在した風景を称

　　　　揚し、ピクチャレスク ( p i c t u r e s q u e ) な風景として追求する流れがあった。そこで本研究ではピク

　　　　チャレスクな風景がもつ特性に「隠れた秩序」を見出し、現代の文脈に沿った解釈を通じて、今後の

　　　　新たな都市風景の構築方法を提示する。

　　２．ピクチャレスクの特性

　　　　　1 8 世紀当時から「ピクチャレスク」という語は多義的であったが、複数の文献における言説を通

　　　　し考察すると、ピクチャレスクな風景の特性 ( 隠れた秩序 ) として以下の２点の存在が指摘できる。

　　　　　Ａ：全体性をもたらす風景構成要素間の関係　　　　Ｂ: 美 ( b e a u t y ) と崇高 ( s u b l i m e ) の感情

　　３・４．ピクチャレスクの現代的解釈

　　　　　２つの特性について、複数の文献における言説を対象とし、過去および現代の文脈に沿った分析

　　　　を行いその相違を明示する。ただし本研究においては、都市風景の「隠れた秩序」を鮮明にすると

　　　　いう目的に即し、現代の文脈に沿った解釈を検討の中心に据える。

　　５．分析結果

　　　　　現代・過去共通してある〈起因素〉をきっかけにピクチャレスクな風景特性ＡおよびＢが誘起さ

　　　　れ、その役割を果たすものは建築の外部要素のみならず内部要素にまで及ぶ。また、かつてピクチ

　　　　ャレスクは静止した眺め（観察者）が対象であったのに対し、現代のピクチャレスクは歩き回る眺

　　　　め（散策者）を対象とする事例が見受けられ、風景の全体性は散策者の風景経験の中で構想力によ

　　　　って構築される。

　　  ６．プロジェクト

　　　　　今後この混沌とした都市の中で風景を構築していくための新たな方法を提示する。本プロジェク

　　　　トでは上記研究から見出した、現代の文脈に沿ったピクチャレスク特性ＡおよびＢ( 隠れた秩序 )

　　　　を誘起する【起因素】として、連続高架橋を取りあげる。連続高架橋は混沌と言われる日本の都市

　　　　景観を形成してきた大きな要素のひとつである。

　　　－１．計画敷地

　　　　　計画敷地とする東池袋地区は北西に池袋、北東に大塚、南側に雑司ヶ谷と接することで、副都心

　　　　の商業地区と昭和時代の古い猥雑さが同居している。現在この地域では、道路拡張や造幣局移転跡

　　　　地活用等によって前述した複雑な地域性を統合させることを目的とする、再開発が行われている。

　　　　しかし同時に、そうした大規模な統合によって複雑に混在した地域特性を損なってしまうことも危

　　　　惧される。そこで、この地域の中心を貫く連続高架橋を〈起因素〉とした、東池袋地区の風景の再

　　　　構成を図る。

　     造幣局移転 / 新庁舎完成に伴う

　     【公園ネットワークを活かした緑化計画、歩行者回遊ネットワーク形成の計画】

　

        －２．プログラム

　　     既存高架を【起因素】として、新規に計画する高架を【表現要素】、高架周辺要素を【環境要素】

       として計画する。

　　　－３．要素の抽出

　　　　　東池袋地区高架周辺の分析から、右表に

　　　　示す 2 9 個の【環境要素】および 1 5 個の

　　　　【表現要素 ( 既存高架下建築物 )】、またそ

　　　　れら風景構成要素が現状結んでいる関係性

　　　　（特性Ａ）および感情性（特性Ｂ）が抽出

　　　　された。抽出した２つの特性について再構

　　　　築を行っていく。

　　　　　さらに抽出された風景構成要素を元に５

　　　　つの計画敷地を選定する。

23. 高層建物の狭間。

23. 高層建物の狭間。
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